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１. 日本における病気の子どもの教育制度

「病弱教育」と「病弱教育の意義」



●日本には，病院に隣接する学校や病院内に学校や学級を設置することによって，

病気療養中であっても教育を受けることができる教育制度がある。

●その教育制度は，病弱教育あるいは病弱・身体虚弱教育といい，

入院治療が必要となった子どもや継続して医療を必要とする子どもを

対象とする教育である。

●医療の進歩により、病気療養を必要する子どもたちは，治療が必要な時だけ入院する。

このことによって、入院期間の短期化、入院の頻回化が顕著である。

入院と退院を繰り返すことによって、学校間の転出入を繰り返すことになる。



● 特 別 支 援 学 校 （ 病 弱 ）

一 慢性の呼吸器疾患，腎臓疾患及び神経疾患，悪性新生物その他の

疾患の状態が継続して医療又は生活規制を必要とする程度のもの

二 身体虚弱の状態が継続して生活規制を必要とする程度のもの

（学校教育法施行令第２２条の３）

本校・分校・分教室 小学部・中学部・高等部

●小中学校の病弱・身体虚弱特別支援学級

一 慢性の呼吸器疾患，その他の疾患の状態が持続的又は間欠的に

医療又は生活の管理を必要とする程度のもの

二 身体虚弱の状態が持続して生活の管理を必要とする程度のもの

（平成25年10月４日付け25文科初第756号初等中等教育局長通知）

病院内に設けられている病弱・身体虚弱特別支援学級

小中学校の校舎内に設けられている病弱・身体虚弱特別支援学級



病弱教育の意義

●学習の遅れの補完、学力の補償

●積極性・自主性・社会性の涵養

●心理的安定への寄与

●病気に対する自己管理能力

●治療上の効果等

病気療養児の教育について(審議のまとめ) 【平成6年】

病気療養児の教育に関する調査研究協力者会議



文部科学省初等中等教育局特別支援教育課 実施





http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/__icsFiles/afieldfile/2015/08/14/1358301_01.pdf





小・中学校（国立・公立・私立 合計）

48 %
（43 %）



高等学校（国立・公立・私立 合計）

72 %
（69 %）



２. 病気の子どもの心理社会的な課題



病気の子どもが抱える可能性のある心理社会的な困難

（1）治療や療養生活に対する不安

・治療は、気分が悪くなったり頭髪が抜けてしまったりする副作用を伴う薬、
苦い薬、痛い注射や辛さを伴う検査、治療によって容姿が変わってしまう。

・継続して生じる望ましくない出来事を自分でコントロールできない状況に
おかれ続ける子どもたちは、不安を募らせ、無力感を抱くことになる。

（2）成長・発達をする主体としての不安

・思うようにできなかったり、失敗したりする状況が積み重なることが、
意欲の減退、自信喪失、様々な事柄への消極的な態度に繋がる。

・特に、思春期以降の自我同一性（アイデンティティ）の確立に向けた
模索が始まるころからは、他者と自分を比較することによって、
自信や自尊心の低下をもたらすことがある。



病気の子どもが抱える可能性のある心理社会的な困難

（3）経験不足からくる不安

・幼いころから慢性疾患をもつ子どもは、社会的経験が少ないことが多い。

同世代の子どもに比べて、遊びの経験、行事等に参加する経験等の機会が

少ない。

（4）学習の遅れへの不安

・入院や治療のために学習に遅れが生じてしまうことについて、不安を

抱く。

・退院が近くなり、復学が目前に迫ったときに、初めて学習の遅れに対する

不安を抱く子どももいる。



病気の子どもが抱える可能性のある心理社会的な困難

（5）将来に対する不安

・直接経験の不足から将来像を描くことが難しかったり、病気や症状

そのものの存在が、前向きな将来像をもつことを遠ざけてしまったりする

可能性がある。

・進学、就職、結婚さらに親になることといった人生のライフイベントに

対して、自身の健康状態や過去の療養体験から不安を抱える可能性もある。



３. 学習指導要領で求められている

病気の子どもへの教育におけるICT活用



病弱者である児童に対する教育を行う特別支援学校

第２章 各教科 第１節 第１款

（３）体験的な活動を伴う内容の指導に当たっては、児童の病気の状態や

学習環境に応じて、間接体験や疑似体験、仮想体験等を取り入れるなど、

指導方法を工夫し、効果的な学習活動が展開できるようにすること。

例えば，仮想的な世界を，あたかも現実世界のように体感できる

VR（Virtual Reality）の技術を使った機器を活用して見学先を

事前に仮想体験するなどして，・・・・・



VR（Virtual Reality）の技術を使った機器の活用 ： VRゴーグル

（埼玉県立けやき特別支援学校の実践）

見学や実験・観察など直接体験できない場合、360度カメラで撮影した映像を
教室や病室で、VRゴーグルを用いて視聴する。



（４）児童の身体活動の制限や認知の特性、学習環境等に応じて、

教材教具や入力支援機器、補助用具などを工夫するとともに、

コンピュータ等の情報機器などを有効に活用し、

指導の効果を高めるようにすること。

タブレット端末等の情報機器を使って教室の具体物をインターネットで

遠隔操作できる場面を設けるなど，療養中でも，可能な限り

主体的・対話的な活動ができるよう工夫することが重要である。

病弱者である児童に対する教育を行う特別支援学校

第２章 各教科 第１節 第１款



４. JKA2021補助事業

「子供の復学不安軽減、病院内学校と前籍校先生の

連携アバター利用」 報告



事 業 の 目 的

病気療養する子供の復学時の不安軽減のための、研究機関や

医療機関、教育機関との連携によるアバターロボット導入の

実証実験によって、入院前から入院後までの各プロセスでの

課題解決とそのための仕組みの提案を行うことを目的とする。



具体的には次の3点

1）入院から復学までの各プロセスでの病院にある学校・学級と

前籍校の先生間のコミュニケーションに関する課題を明確化する。

2）課題に対してアバターロボットを利用したテレロボ学校参加

システムのユーザビリティ向上のためのシステム開発を行う。

3）入院中の子どもと前籍校の友達同士がテレロボを介して

交流できることで復学への不安が軽減できるかの実証実験を

実施する。



方 法

事業への協力を得た特別支援学校（病弱）に、設置型、自走
移動型、小型(持ち運び型)テレプレゼンスアバターロボットの
3種類のロボットを貸与し、児童生徒の前籍校に配備すること
によって実施した。（テレロボ学校参加システムと称する）

入院治療を必要とする児童生徒で、テレロボ学校参加システム
の利用を希望される生徒と家族に、都度、打診し、
同意を得た生徒を対象とした。

4つの特別支援学校（病弱）に在籍する、計5名の児童生徒の
前籍校にテレプレゼンスアバターロボットを設置して実施した。
対象とした前籍校は、小学校4校、中学校1校であった。



2021年度ＪＫＡ機械振興補助事業

「子供の復学不安軽減、病院内学校と前籍校先生の連携
アバター利用に関する調査開発研究」



テレロボ学校参加システムでは、アプリケーション
「Telepotalk」(iPresence社開発アプリ)を使用した。

このアプリは、3種類のタイプのロボット間をテレポートで
きる機能や、学校側と円滑にコミュニケーションをしたり、
日々のワイワイガヤガヤに参加したりするなどのコンテンツ
機能を備えている。

さらに、実証実験から得られた結果を基に、有効と思われる
新たな機能も開発し、アプリに搭載して機能性向上を図った。



① 入院から復学までの各プロセスを、

・入院前から病院にある学校へ転籍

・入院中

・退院から前籍校へ転籍・復学 の３期間に分け、

それぞれの期間での、復学に向けての不安、テレプレゼンスアバター

ロボット使用における不安、復学不安軽減のために必要な病院内学校

と前籍校の教員間でやりとりされるべき情報を明確にすることができた。

また、入院中の期間に、前籍校に「自分の居場所」があることが極めて

重要であることが確認できた。

結 果 と 成 果



② 復学に向けた病院内学校である特別支援学校（病弱）と前籍校の

教員間のコミュニケーションを分析した結果、テレロボ学校参加システム

のユーザビリティ向上のためには、特別支援学校側の視点、前籍校側の

視点、加えて転出入の事務手続きを担当する教育委員会側の視点がある

ことが明らかとなった。

それぞれの視点を踏まえ、共通理解を図るためには、テレロボ学校参加の

様子を参観する場や機会の提供、事例や活用マニュアル、活用動画が

有効であり、迅速なテレロボ導入につながることが示された。



③ 入院中の子どもと前籍校の友達同士がテレロボを介して交流できる

ことは、確実に復学不安の軽減につながることが確認できた。

また、前籍校の友達にとっても、入院中の子どもの様子がわかり、

病気の友達を大切に思う気持ちが育つことが明らかとなった。

そして、入院する子どもの年代や性別によって、復学支援のための

テレロボ学校参加に向けて留意すべきポイントは異なることが

確認された。



６. これからの病弱教育の推進に向けて



2020年度以降、新型コロナウイルス感染症によって、病弱教育

のみならず学校教育全体における遠隔授業の在り方についての

見直しが求められ、新しい学校教育の取り組みが展開されている。

病弱教育における遠隔授業の活用目的や方法、復学支援の在り方に

関しては、新型コロナウイルス感染症の全国的な流行状況、あるいは

地域や医療機関の特徴によっても変化していく可能性がある。

今後は、各地域の背景に応じた病弱教育における効果的な遠隔授業の

在り方、子どもの気持ちに寄り添った復学支援の方法を探っていく

必要がある。


